
１　施策の位置付け
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社会経済環境の変化に柔軟に対応し，「ひと」，「もの」，「情報」等が活発に行き交い，地域経済が
活性化しています。
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総合計画記載頁

施策目標 中小企業が，絶えず技術の革新，経営の合理化などを進め，持続的に成長しています。

政策の柱 Ⅳ　市民の豊かな暮らしを支える活気と活力のある社会を築くために
政策名

（基本施策名）
１８　商工業の活力を高める
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施策名 ２　中小企業の経営・技術革新の促進
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市民満足度施策指標

長引くデフレや海外企業との競争の激化など，厳しい経済環境が続く中，景気の回復傾向とあわせ，高度化設備
設置補助制度を活用し，新たな販路拡大に向け，積極的に技術革新に取り組む企業数が増加するなど，社会経
済環境の変化に迅速かつ柔軟に対応する企業の動きが見られる。
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※『①施策指標』の単年度の達成度の計算について
　
  ★ 逓増型の指標（目標値が基準値より増加することが望ましいもの）　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　×　１００　（％）

　
　★ 逓減型の指標（目標値が基準値より減少することが望ましいもの）　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ×　１００　（％）
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３　施策を構成する事業の状況

４　今後の施策の取組方針

新規達人募集認定基準を再検討するとともに，企業，学校，地域等での利用
者の拡大のためパンフレット配布先を再検討する。

宮のものづくり達人の認定及び
派遣

事業が属する総合計画の構成事業名
事業内容

対象者・物（誰・何に） 取組（何を）

発明，研究開発意欲の高揚

企業と地域社会との連携促進

ものづくり達人制度の活用促進

機械設備取得費の一部を補助

〈主要事業〉
◆中小企業高度化設備設置補助金については，市内中小企業とりわけ小規模事業所においては，厳しい経済状況下でも顧客ニーズへ
の対応が必至であり，新たな設備投資を支援する同補助金の充実を図り，本市産業基盤を支える中小企業の事業存続や市外への流出
防止に取り組んでいく。
◆特許権等取得促進事業補助金及び発明相談事業補助金については，企業が持つ独自の技術や商品の付加価値を高める産業財産権
の取得を喚起し，企業の競争力を高めるため，当該制度の周知強化を図るとともに，適切な制度内容について検討を行う。
◆伝統工芸品産業振興事業補助金については，伝統工芸品に対する理解と親しみを深め，後継者育成や販路拡大の機会を増やすた
め，伝統工芸品展の開催手法の見直しやパンフレット・DVD等の積極的な活用を図る。

中小企業が，絶えず技術の革新，経営合理化を進め，継続的に成長していく
ために，独自の商品開発などの発明意欲の高揚を図るとともに，知的所有権
の取得も支援することで，より付加価値の高い製品の開発を促進する。

Ｈ１９

新規及び更新認証企業の確保のため，認証制度における優遇制度の運用
のあり方の再整理や，外部委員の意見等を踏まえたフォーラム等開催するこ
とで，認証事業（CSR活動）の普及啓発を進め，市民・企業の理解を深め，意
識の向上を図る。

市民，企業に対するＣＳＲ活動
の普及・啓発

弁理士による発明相談

Ｈ１１
より多くの市民に伝統工芸品展に足を運んでもらえるよう，開催会場や周知
方法を再検討する。

伝統工芸品展開催費の一部補助

Ｈ１４

6

◆経済のグローバル化が進み，海外企業との競争が激化するなど，中小企業においては更なる体力強化が重要課題であ
り，回復傾向にはあるが，依然，景気が先行き不透明である中，中小企業の技術革新・経営合理化への意欲を喚起するよう
な支援策が必要である。
◆国内企業の海外進出が活発化する中，本市既存企業においても，国外はもとより，市外への流出防止が課題であり，市内
での操業維持に向けた支援策が必要である。
◆生活・文化に密着した伝統工芸産業については，技術者の高齢化，若年世代の関心の希薄化が進み，技術継承が喫緊の
課題である。そのため，技術の保存や後継者育成に向けた支援のあり方について，検討を進める必要がある。

方向性

伝統工芸品産業振興事業補助金 ○ 伝統産業の振興
宇都宮市伝統工芸品産業振
興推進協議会

〈施策全般〉
◆景気が先行き不透明である中，中小企業の持続的な成長を支えるとともに，市内での操業維持のため，経営・技術革新の促進を支援
し，企業ニーズを踏まえた中で，有効な手法や事業PRの検討を進める。また，地域やくらしに根付いた技能・技術を保存・継承し，後継者
育成や販路拡大への支援を行う。

今後の方向性

課題

5 宮のものづくり達人事業

ＣＳＲ推進事業4

戦略Ｐ・
主要事業

○

○

№ 開始年度 施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針事業名

中小企業高度化設備設置補助金

3

1

Ｈ２０

設備高度化の促進 Ｈ１８

中小企業が，時代の潮流の変化に的確に対応し，持続的に発展していくた
め，技術の高度化・合理化を促進し，高度技術開発の促進を引き続き支援し
ていく。
また，より効果的な支援策にするため，中小企業のニーズを正確に把握しな
がら，制度の見直しを検討していく。

Ｈ１７

中小企業が，継続的に成長していくために，産業財産権の出願意欲を喚起さ
せ，企業が持つ技術の保全や，製品・サービス及び技術の開発を促進するこ
とで，企業技術の維持・存続を進めるとともに，企業の付加価値や競争力を
高めるための支援を継続する。

2 知的所有権の取得促進特許権等取得促進事業補助金

市内中小企業発明相談事業負担金 ○

市内全企業

企業・地域・学校等

特許権等取得に係る経費の一部
補助

市内中小企業（製造業者）

産業財産権を出願した市内
中小企業


